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～ヒーブ（HEIB）＝Home Economists In Business（企業内家政学士）～

企業と消費者のパイプ役を果たすことを目的に
1923 年にアメリカ家政学会の一分科会として1978年に設立
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日本ヒーブ協議会における活動とスタンス
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企業人としての
スタンス

生活者としての
スタンス

働く女性と
企業

働く女性と
暮らし

売り手 買い手

女性の就労と
活躍視点

消費者視点
と企業視点

パイプ役

■消費者相談、商品開発、マーケティング、広報関連部署等、企業に勤務する女性で構成
■企業側の視点と消費者側の視点を公平に維持
■東京の他、関西・九州に支部を持ち、連携して活動を実施



 

コミュニケーションの活性化による
三位一体の消費者市民社会構築
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行政

消費者 企業

情報提供・消費者教育

意見・疑問・問題点

情報提供
・支援

改善･改良・情報提供

情報提供・意見交換

意見・相談 日本
ヒーブ
協議会



 

官民連携について
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【消費者団体との連携の必要性】
消費者団体は「消費者の埋もれがちな声を集約し、具体的な意見として表
明するほか消費者への情報提供、啓発等の活動を行っている」

（第三次消費者基本計画）

「消費者行政における新たな官民連携の在り方に関する調査報告」について

事業者団体との連携の有効性について

消費者と事業者との適切なコミュニケーションのための「コンプレインレ
ター」の活用
事業者による消費者志向経営が健全な市場の実現につながる

（第三次消費者基本計画）




